
≪法的拘束力のある議決の要件関係≫

Ａ１案（二段階案①）

資料２－１

検察官の不起訴処分

　　　○審査申立て
　　　○職権審査の議決

検察審査会の審査

起訴相当の議決 不起訴不当の議決

検察官が一定期間内に
公訴提起せず

検察官が公訴提起

不起訴相当の議決

　　　○審査申立て
　　　○職権審査の議決

検察審査会の再審査

起訴相当の議決 不起訴相当の議決

通常の手続へ

現行どおり

法的拘束力

検察官の再考

（第一段階）

検察審査会

検察官

（第二段階）

検察審査会



≪法的拘束力のある議決の要件関係≫

Ａ２案（二段階案②）

資料２－２

起訴相当の議決

検察官の不起訴処分

　　　○審査申立て
　　　○職権審査の議決

検察審査会の審査

起訴勧告の議決
（仮称）

不起訴不当の議決

検察官が一定期間内に
公訴提起せず

検察官が公訴提起

不起訴相当の議決

検察審査会の再審査

不起訴相当の議決

<終局処分><中間処分>

法的拘束力

通常の手続へ

現行どおり
検察官の再考

（第一段階）

検察審査会

検察官

検察審査会

（第二段階）



≪法的拘束力のある議決の要件関係≫

Ｂ案（一段階案）

資料２－３

検察官の不起訴処分

　　　○審査申立て
　　　○職権審査の議決

検察審査会の審査

不起訴不当の議決 不起訴相当の議決

現行どおり

起訴相当の議決

法的拘束力

検察審査会



≪法的拘束力のある議決後の訴追及び公訴維持の在り方関係≫

Ａ案（検察審査会が公訴提起手続を行う案）

資料２－４

指定弁護士を指定

法的拘束力ある起訴相当の議決

検察審査会

事件の管轄裁判所へ起訴状相当書面を送付

検察審査会

受訴裁判所

検察官として公訴維持に当たる

指定弁護士

公訴提起

訴訟追行



≪法的拘束力のある議決後の訴追及び公訴維持の在り方関係≫

B案（指定弁護士が公訴提起手続を行う案）

資料２－５

指定弁護士を指定

法的拘束力ある起訴相当の議決

検察審査会

議決書謄本を所在地管轄地裁へ送付

検察審査会

地裁

議決に従い検察官として
起訴状を裁判所へ提出

指定弁護士

公訴提起

検察官として公訴維持に当たる 訴訟追行

指定弁護士



≪法的拘束力のある議決後の訴追及び公訴維持の在り方関係≫

Ｃ案（検察官が公訴提起手続を行う案）

資料２－６

議決に従い事件の
管轄裁判所へ起訴状を提出

法的拘束力ある起訴相当の議決

検察審査会

不起訴処分をした検察官を
指揮監督する検事正に議決書謄本を送付

検察審査会

検察官

公訴維持に当たる

検察官

公訴提起

訴訟追行


